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論文審査の要旨（400字以内） 

 閉経後乳癌に対する補助療法としてのアロマターゼ阻害薬による骨量減少

に関する臨床研究論文である。研究デザインは遡及的観察であり、対象は根治

手術後にアロマターゼ阻害薬を服用する閉経後乳癌（Stage 0 – III）患者 55

例、曝露はビスフォスフォネート（骨吸収抑制薬）、アウトカムは骨量（骨密

度である。アロマターゼ阻害薬による骨量減少について、5年間という比較的

長期にわたる観察研究はこれまでに報告がないとのことであり、その結果は

日常臨床に還元されるべき極めて重要な研究である。 

申請者は明確なリサーチクエッションを掲げて研究に取り組み、遡及的あ

るがゆえの限界（バイアスのリスク）も十分に理解しながら、観察した事実を

生物学的な知識で説明する考察も行っている。研究の信頼性と妥当性を高め

るために必要な知識と方法論を獲得しており、学位に十分値すると判断する。 
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